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１． は じ め に  

 モ ン ゴ ル 南 部 に 広 が るゴ ビ 砂 漠 に は 、 上 部 白亜 系 が 広 く 分 布 し 、 多く の 脊 椎 動 物 化 石 が

産出 す る （ J e r z y k i e w i c z  e t  a l . ,  2 0 0 0 ）。こ れら の 産 出 層 は 陸 成 層 から 構 成 さ れ る た め 、

側方 変 化 が 大 き く 、 化 石産 地 毎 に 、 露 出 す る 上部 白 亜 系 の 岩 相 層 序 や堆 積 相 の 特 徴 を 記 載

し 、 よ り 広 域 に 比 較 す る こ と が 重 要 と な る 。 本 報 告 で は 、 2 0 2 2 年 夏 季 に 行 っ た モ ン ゴ

ル・ ゴ ビ 砂 漠 東 部 に 位 置す る B a y n  S h i r e に 露出す る B a y n s h i r e 層 の岩相 層序 と、 その

堆積 相 か ら 復 元 し た 堆 積環 境 を 報 告 す る 。  

 

２． B a y n  S h i r e にお ける B a y n s h i r e 層  

 対 象 と した B a y n s h i r e 層 の年 代は 、本 報告 対 象 である B a y n  S h i r e より 北 へ 位 置 す る

化石 産 地 K h o n g i l  T s a v に露 出 す る 、 同 層 の 炭 酸塩 岩 U - P b 年代 より 、お よ そ 1 0 2 M a か

ら 8 6 M a と 報告 され て い る（ K u r u m a d a  e t  a l .  2 0 2 0 ）。ま た主 に河 川堆 積 物 か ら 構 成 さ

れ、 多 く の 脊 椎 動 物 化 石を 産 出 す る （ S h u v a l o h ,  2 0 0 0 ）。今 回観 察 で きた 、 B a y n  S h i r e

に露 出 す る 本 層 の 総 合 柱状 図 を 図 1 に 示す 。 調 査地 域で は 、 主に 泥 岩 と砂 岩を 観察 でき る 。

下部 、 中 部 、 上 部 と も に、 5 m か ら 1 0 m ほ ど の 連続 のよ い赤 色 泥 岩 層 を 呈 す る 。 上 部 層 準

の泥 岩 層 に は 、 炭 酸 塩 岩を 含 む 古 土 壌 層 を 確 認で き る 。 多 く の 泥 岩 層の 直 上 に は 、 ト ラ フ

型斜 交 層 理 や 平 板 型 斜 交層 理 、 カ レ ン ト リ ッ プル 葉 理 と い っ た 堆 積 構造 の 発 達 す る 砂 岩 が

累重 す る 。 ま た 、 古 土 壌層 の 直 上 に 累 重 す る 砂岩 に は 、 再 堆 積 し た 中礫 か ら 小 礫 を 呈 す る

炭酸 塩 岩 を 確 認 で き る 。砂 岩 層 は 、 多 く の 層 準で 上 方 細 粒 化 を 示 す 。下 部 層 準 で は 、 他 の

層準 と 比 べ 層 厚 が 薄 い 。さ ら に 、 中 部 お よ び 上部 層 準 で は 、 砂 岩 層 が側 方 付 加 す る 様 子 も

観察 で き る 。  

 

３． 岩 相 層 序 と 堆 積 環 境  

 砂 岩 層 の 堆 積 構 造 や 、側 方 付 加 す る 構 造 、 泥岩 層 と の 累 重 様 式 な どか ら 、 多 く が 河 川 堆

積物 の 中 で も 、 蛇 行 河 川に よ っ て 堆 積 し た と 判断 で き る 。 一 方 で 、 最下 部 層 準 の 砂 岩 層 は 、

他の 層 準 に 比 較 し 、 層 厚が 薄 く 、 側 方 付 加 と いっ た 構 造 の 連 続 も 悪 い。 最 下 部 層 準 は 、 蛇

行河 川 堆 積 物 で は な く 、網 状 流 路 を と も な う 河川 堆 積 物 の 可 能 性 が 高い 。  

 

４． 2 0 2 2 年化 石採 取層 の堆積 環境  

 2 0 2 2 年 調査 では 、 B a y n  S h i r e の 2 か 所 よ り化石 密集 層を 発見 し 、 多様 な脊 椎動 物化

石を 採 取 し た 。 こ れ ら の化 石 密 集 層 は 下 部 層 準の P u u j e e サイ ト 、 及 び中 部 層 準 の S u n n y
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サイ ト と 呼 称 さ れ る （ 図 1 ）。 P u u j e e サイ トか ら

は 主 に 魚 類 化 石 が 産 出 し 、 網 状 流 路 を 示 す 流 路

堆 積 物 よ り 産 出 す る 。 一 方 で 、 S u n n y サ イ ト か

ら は 恐 竜 類 ・ 哺 乳 類 ・ 爬 虫 類 ・ 両 生 類 な ど が 産

出 し 、 蛇 行 河 川 堆 積 物 の 中 で も 側 方 付 加 す る 河

道堆 積 物 で か ら 産 出 す る。 1 m 前 後の 層厚 の 中 で

複 数 層 準 よ り 化 石 が 産 出 し て い る こ と か ら 、 ポ

イン ト バ ー 堆 積 物 よ り 産出 す る と 解 釈 で き る 。  

 

５． ま と め  

こ れ ま で モ ン ゴ ル ・ ゴ ビ 砂 漠 に 分 布 す る 上 部

白 亜 系 か ら 、 こ れ ほ ど ま と ま っ た 状 態 で 小 型 脊

椎 動 物 化 石 が 発 見 さ れ た 例 は な い 。 今 回 報 告 し

た 化 石 密 集 層 の 存 在 か ら 、 モ ン ゴ ル に 分 布 す る

上 部 白 亜 系 で も 、 北 米 よ り 報 告 さ れ る 化 石 密 集

層 と よ く 似 た 地 層 が 形 成 さ れ て い た と 考 え ら れ

る 。 今 後 、 こ れ ら の 化 石 密 集 層 の 形 成 過 程 を よ

り 詳 細 に 理 解 す る こ と で 、 当 時 の 動 物 相 理 解 に

貢献 す る だ ろ う 。  
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図 1 .  調 査 地 域 に お け る 上 部 白 亜 系
B a y n  S h i r e 層 の 総 合 柱 状 図  


